
御神幸祭交通規制要図
●交通規制時間/11月28日（土）13：00～23：00・11月29日（日）11：00～17：00

事故のない楽しい祭礼にする為に警察から
次のことをお願いします。
 裸坊奉仕の方へお願い
① お酒に酔った方は参加しないで下さい。
② 酒ビン、御幣用の竹木片等、危険なものを持たないで
下さい。

③ グループごとに責任者を定め統制ある行動をとりま
しょう。

 一般参拝者の方へお願い
① 裸坊へのふるまい酒はやめましょう。
② 臨時交通規制を行います。マイカー使用は自粛願い
ます。

③ 石灯篭の上にあがらないで下さい。
④ 御神幸行列の馬に近づかないで下さい。
⑤ けんか、ケガ等ないように充分注意して下さい。
⑥ 混雑した危険な場所は避け、警察官の指示に従って
下さい。
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※下記地域は総て駐車禁止です。当日、防府市街地は
　交通が混雑しますので防府バイパス（国道2号）をご
　利用下さい。
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御神幸祭について

ご あ い さ つ

宮司　鈴木宏明

　防府天満宮は延喜４年（904）に創建された日
本最初の天神さまです。年間を通して数々の神
事行事が斎行されますが、その中で最も大切な
お祭が「御神幸祭」裸坊まつりです。
　この「御神幸祭」は寛弘元年（1004）一条天皇
の北野社への社参にあわせ、防府にも勅使が遣
わされ行われた「勅使降祭」を起源とするもので、
「此の地未だ帝土を離れず 願わくば居をこの所
に占めん」（ここ防府の地は天皇のいらっしゃる
都とはまだ地続きである できるならここに住まい
し無実の知らせを待っていたい）『松崎天神縁起
絵巻第6巻』と申されたそのお気持ちに対し、毎
年毎年お霊を御着船の地勝間の浦までお連れ
し「無実でした その知らせが届きました」とご奉

告する祭典なのです。
　本年1012回となる御神幸祭も歴史と伝統ある
大行司・小行司や供奉員の方々、また多くの裸
坊の人たちと共に盛大にそして勇壮にご奉仕し、
道真公のお霊をお慰めしたいと思いますので宜
しくお願い申し上げご挨拶と致します。

兄弟、わっしょい！
裸坊奉仕会  会長　澤田健規

　「兄弟、わっしょい、兄弟、わっしょい」澄み渡る
晩秋の空の下、街中を裸坊たちの掛け声が響き
渡る。やがてその掛け声は一つ処に集まって来る。
　裸坊一人一人の願いが一つとなり、御発輦と
ともに御網代神輿は本殿を旅立ちます。「兄弟、
わっしょい、兄弟、わっしょい」より勢いを増した
掛け声とともに5,000人もの裸坊たちの力が、
御旅所へと繋がります。初めで出会う裸坊たちと
肩を組み、沿道の皆様と一緒になり、やがて御網代
神輿は大石段の下へと帰ってきます。いよいよ裸
坊たちの息の合った腕の見せ所です。「兄弟、
わっしょい、兄弟、わっしょい！」この日一番の歓声
とともに、一気に本殿へと駆け上がります。

　荒 し々く勇猛果敢な祭ですが、裸坊たちは身を
清め誠心誠意、御神幸祭に奉仕します。
　裸坊二本締め　「扶桑菅廟最初　兄弟わっ
しょい　ゝ 　いよー　ぽん！ぽん！」
　1万人裸坊奉仕を目指し、ひとりでも多くの皆様の
ご奉仕をお願い申し上げ挨拶と致します。

天神さまに護られて
防府市長　松浦正人

　菅原道真公を祭神とする天満宮は、老若男女
知らないものはいない名高いお宮で全国各地に
12,000社以上あるといわれ、その中でも日本最初の
天満宮として名高い防府天満宮は、この地に鎮座
されて1100余年。幾多の歴史の変遷の中でずっと
社会・人の世の移り変わりを見つめてこられました。
私は市長として、まちづくりにおいて〝動かざるものを
中心にして、基本として〟を大切にして参りました。
おおよそ110年余り動くことのない防府駅、そして
1100年余りに渡り近郷近在の民の崇敬の御社、
防府天満宮。2つの動かざるものを擁している地は
幸せです。それは、とりもなおさず防府の〝地力〟を
現していると申しても過言ではないでしょう。少子

高齢社会が進展する現代の世を天神さまはどういう
視点で見つめておられるかな――と、折々に思いを
馳せる次第です。
　老いも若きも天神さまに護られて〝1000年のまち
防府〟はこれからも〝幸せます〟を発信して参ります。

裸坊一万人を目指して
防府天神祭振興会  会長　小松宗介

　防府といえば天神様！　天神様といえば裸坊
祭りです。「防府天神祭振興会」は防府天満宮の
御神幸祭を盛り上げるために昭和六十一年に
天神様の為だけに創設された奉仕団体です。
また、この祭りを核にして防府市への観光客の誘致
及び町の活性化を計る目的で結成された組織
です。当初の大きな事業は「天神おんな神輿」の
支援でした。この「天神おんな神輿」も来年で、結成
三十年という大きな節目を迎えます。結成以来、
昼のおんな神輿、夜は裸坊として同じ日に行なって
いましたが、昨年より御神幸祭をもっと盛り上げる
ため、おんな神輿奉納は裸坊祭の翌日の日曜日
に行なうことに致しました。その昔、防府の天神祭

と言えば近隣周辺の他県より、あらゆる交通手段
を使い、防府の町に人が押し寄せたと聞いてい
ます。
　これからの私達、防府天神祭振興会のなすべき
ことは「防府天満宮御神幸祭」即ち、土曜日の
裸坊、日曜日のおんな神輿で、防府天満宮を中
心に、初冬の防府の町の賑わい甦らせることだと
考えています。
　最後になりますが、裸坊奉仕一万人を目標に
より盛大な天神祭、裸坊祭となりますよう、さらなる
努力を重ねてまいりますので、今後とも以前にも
増して、どうぞ皆様方のご支援ご協力を宜しく
お願い申し上げます。

おやしろ
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裸坊奉仕団体のご紹介
裸坊一万人奉仕をめざして

寛弘元年（一〇〇四）、時の一条天皇より勅使が菅公本州最後の寄港地、ここ防府天満宮に遣わされました。そのとき以来、晩秋の冷涼な夜気の中、網代輿と二基の神輿にて菅公の
御霊を勝間の浦にお連れし、今年も“無実の知らせ”を奏上して御霊慰めの神事を行います。
防府天満宮 御神幸祭は勅使降祭を起源としております。
午後6時拝殿正面の扉が開かれるや、数百人の裸坊が一斎に拝殿になだれ込み、「兄弟ワッショイ」の掛声に加え人いきれと体温で殿内は熱気をおびてきます。先頭神輿、第二神輿と
次々に昇ぎ出される神輿を千人ばかりの裸坊が取り囲みます。次いで地響を立てながら、重さ500㎏の御網代輿が拝殿の階段を下り、参拝者の見守るなか、楼門を経て58段の大石
段を滑り降ります。喚声と怒号、約5,000人の裸坊が乱舞する様は壮絶の一語に尽きます。大石段を無事に降りた御網代輿は金鳥居前で台車に仕立てられ、御神幸の行列に加わり
ます。警固町を経て天満宮より約2.5㎞はなれた勝間浦のお旅所（浜殿）に到着。浜殿神事のあと延喜の昔、菅公送迎の故事にならって浜殿奉行の手により一夜御酒による接待が
行われます。神事終了後行列は再び車塚町から天神町を経て午後9時過ぎ還幸になられます。参詣者は境内に溢れ、2日間で約15万人の参拝者で街中は混雑を極めます。

★ご奉仕出発時のオリジナルな集合写真をご提供下さい。但し、団体名がわかるように俵神輿、提灯、坂札等を写し込んで下さい。
★当日、天満宮では撮影準備をしておりません。各自で撮影をお願いします。もちろん天満宮で撮影されても結構ですが、祭典の進行の妨げにならないよう十分ご注意下さい。

来 年 も「 兄 弟 わ っしょ い 」第 二 号 を 発 行 し ま す 。
今 年 奉 仕 の 皆 様 方 の 集 合 写 真 を ご 提 供 下 さ い 。
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平成26年

裸坊奉仕団体のご紹介
裸坊一万人奉仕をめざして

寛弘元年（一〇〇四）、時の一条天皇より勅使が菅公本州最後の寄港地、ここ防府天満宮に遣わされました。そのとき以来、晩秋の冷涼な夜気の中、網代輿と二基の神輿にて菅公の
御霊を勝間の浦にお連れし、今年も“無実の知らせ”を奏上して御霊慰めの神事を行います。
防府天満宮 御神幸祭は勅使降祭を起源としております。
午後6時拝殿正面の扉が開かれるや、数百人の裸坊が一斎に拝殿になだれ込み、「兄弟ワッショイ」の掛声に加え人いきれと体温で殿内は熱気をおびてきます。先頭神輿、第二神輿と
次々に昇ぎ出される神輿を千人ばかりの裸坊が取り囲みます。次いで地響を立てながら、重さ500㎏の御網代輿が拝殿の階段を下り、参拝者の見守るなか、楼門を経て58段の大石
段を滑り降ります。喚声と怒号、約5,000人の裸坊が乱舞する様は壮絶の一語に尽きます。大石段を無事に降りた御網代輿は金鳥居前で台車に仕立てられ、御神幸の行列に加わり
ます。警固町を経て天満宮より約2.5㎞はなれた勝間浦のお旅所（浜殿）に到着。浜殿神事のあと延喜の昔、菅公送迎の故事にならって浜殿奉行の手により一夜御酒による接待が
行われます。神事終了後行列は再び車塚町から天神町を経て午後9時過ぎ還幸になられます。参詣者は境内に溢れ、2日間で約15万人の参拝者で街中は混雑を極めます。

★ご奉仕出発時のオリジナルな集合写真をご提供下さい。但し、団体名がわかるように俵神輿、提灯、坂札等を写し込んで下さい。
★当日、天満宮では撮影準備をしておりません。各自で撮影をお願いします。もちろん天満宮で撮影されても結構ですが、祭典の進行の妨げにならないよう十分ご注意下さい。

来 年 も「 兄 弟 わ っしょ い 」第 二 号 を 発 行 し ま す 。
今 年 奉 仕 の 皆 様 方 の 集 合 写 真 を ご 提 供 下 さ い 。
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右田市下子ども会

和田峪子ども会

ボーイスカウト防府第2団

ボーイスカウト防府第5団

ボーイスカウト防府第8団

以下の団体は写真がご用意出来ませんでしたので
ご芳名のみの紹介とさせていただきました。お詫び
申し上げます。
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花神子社参式 十月第二日曜日 斎行

氏名

濱田　春輝
青木翔二郎
宇野　廉惇
大倉　光琉
佐藤　花音
関谷　心那
林　　夕月
一木あすか
横川　愛莉
久保恵莉子

役付

先乗
神酒奉行
公家
公家
花駕籠①
花駕籠②
花駕籠③
花持官女
花持官女
花駕籠④

氏名

小松　美空
堀江　桜香
國貞　　凜
和田　遥奏
辻村心々凪
宮本　野菊
田中　　萌
齋藤　姫華
玉野　澪里
北谷　絢菜

役付

花駕籠⑤
花駕籠⑥
局
花駕籠⑦
花駕籠⑧
花駕籠⑨
花駕籠⑩
花駕籠⑪
花駕籠⑫
花駕籠⑬

氏名

中村咲陽子
小嶋　咲良
中谷　美紀
村澤　　奏
池田　楓香
澤井　愛音
山本　陽菜
松本　桜空
松本　葵陽
佐鹿　結珠

役付

花駕籠⑭
花駕籠⑮
花駕籠⑯
花駕籠⑰
花駕籠⑱
花持官女
花持官女
花駕籠⑲
花駕籠⑳
花駕籠㉑

氏名

岸本　芽依
野村　結花
竹村みのり
大田姫生音
藤井　智子
中谷　心海
田中　美帆
中山　佳音
宮村　華漣
藤井　乙綺

役付

花駕籠㉒
花神子
脇乗
脇乗
花駕籠㉓
花駕籠㉔
花駕籠㉕
花駕籠㉖
花駕籠㉗
花駕籠㉘

氏名

渡邉　早織
山根　早葵
藤本　玲音
渡邊　仁翔
青木　智也
寺田　拓真
藤井　和明
清水　博道
中司　久輝

役付

花駕籠㉙
花駕籠㉚
典医
家老
武家
武家
大行司
小行司
物頭

由緒
　花神子社参式は、御神幸祭（裸坊祭）の中の１つの祭典として斎行される神事で、重要な役目を担う『大

行司・小行司』が御神幸祭を無事に奉仕できますようにと祈り、花神子社参式の前日に、新米によって作られた

一夜御酒を清浄無垢な花神子役（女の子）に託して奉献する神事です。

　古くは「おはけ上げ」といい、大行司、小行司が

別 に々承仕と共に花神子社に社参して、御酒を

奉献する神事という古い文書が残っています。

　江戸時代後期になり、ようやく花神子

役が登場して以降、花駕籠や大名行列

など社参の行列模様は明治初頭に改変

され大名行列に準じたもので、神酒奉行、

局、花神子、御典医、家老等、馬上の

武者あり、駕籠乗りあり、長持あり、或いは

手振り足並み打揃えて進む奴ありで、

現在に至っています。

　人数は総勢約500名に及び約1.8キロの

道のりを粛 と々進むさまは、まさに絢爛豪華

そのものです。ぜひこの時代絵巻行列を

ご覧ください。

いち や ご しゅ

1 4：0 0
1 5：3 0
1 6：0 0

平成26年 花神子社参式役付児童等一覧表



花神子社参式 十月第二日曜日 斎行
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濱田　春輝
青木翔二郎
宇野　廉惇
大倉　光琉
佐藤　花音
関谷　心那
林　　夕月
一木あすか
横川　愛莉
久保恵莉子
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花駕籠⑳
花駕籠㉑

氏名

岸本　芽依
野村　結花
竹村みのり
大田姫生音
藤井　智子
中谷　心海
田中　美帆
中山　佳音
宮村　華漣
藤井　乙綺

役付

花駕籠㉒
花神子
脇乗
脇乗
花駕籠㉓
花駕籠㉔
花駕籠㉕
花駕籠㉖
花駕籠㉗
花駕籠㉘

氏名

渡邉　早織
山根　早葵
藤本　玲音
渡邊　仁翔
青木　智也
寺田　拓真
藤井　和明
清水　博道
中司　久輝

役付

花駕籠㉙
花駕籠㉚
典医
家老
武家
武家
大行司
小行司
物頭

由緒
　花神子社参式は、御神幸祭（裸坊祭）の中の１つの祭典として斎行される神事で、重要な役目を担う『大

行司・小行司』が御神幸祭を無事に奉仕できますようにと祈り、花神子社参式の前日に、新米によって作られた

一夜御酒を清浄無垢な花神子役（女の子）に託して奉献する神事です。

　古くは「おはけ上げ」といい、大行司、小行司が

別 に々承仕と共に花神子社に社参して、御酒を

奉献する神事という古い文書が残っています。

　江戸時代後期になり、ようやく花神子

役が登場して以降、花駕籠や大名行列

など社参の行列模様は明治初頭に改変

され大名行列に準じたもので、神酒奉行、

局、花神子、御典医、家老等、馬上の

武者あり、駕籠乗りあり、長持あり、或いは

手振り足並み打揃えて進む奴ありで、

現在に至っています。

　人数は総勢約500名に及び約1.8キロの

道のりを粛 と々進むさまは、まさに絢爛豪華

そのものです。ぜひこの時代絵巻行列を

ご覧ください。

いち や ご しゅ

1 4：0 0
1 5：3 0
1 6：0 0

平成26年 花神子社参式役付児童等一覧表



ALSOK山口株式会社

今の包装は完璧ですか
包装のコンサルタント…
段ボールケースのことなら
斉藤段ボールへ!!

山口県防府市大字江泊2469番地1

TEL
FAX
（0835）38-0211
（0835）38-0463

代表取締役社長 小松 宗介

創ニコニコ
グループホーム

創スマイル
小規模多機能

竹　田　健　児

TEL・FAX（0835）24‐0602
山口県防府市大字上右田2458‐1〒747‐0062

介護保険認定事業所

〒747-0063防府市大字下右田647番地
TEL（0835）23-3615 FAX（0835）38-3543

毎月第2・第4土曜日はフリーマーケット

TEL 22-1196

国際複合一貫輸送
貨物自動車運送事業・貨物利用運送事業・通運事業・港湾運送事業
倉庫業・通関業・トランクルーム事業・産業廃棄物収集運搬業

代表取締役社長 喜多村　誠
山口県防府市浜方114番地2

TEL（0835）22-0413   FAX（0835）23-9984
URL:http://www.bo-tsu.com

防 府 市 ま ち の 駅

売　店
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幸せます商品

☎0835ｰ22ｰ0881
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幸せますクレーン作業車
協同重機有限会社
防府市大字下右田685-6

TEL：0835-23-5001  FAX：0835-24-3266
ホームページ  http://www.k-juki.net
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証明写真・プロフィール・お見合い写真

お宮参り・百日記念・七五三・成人式・ブライダル
学校アルバム制作・複写・デジタル画像処理

http://www.uenoshashinkan.com/ueno/
防府市お茶屋町4-38 TEL  0835-22-0318

0120-090-318フリーダイヤル
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御神幸祭交通規制要図
●交通規制時間/11月28日（土）13：00～23：00・11月29日（日）11：00～17：00

事故のない楽しい祭礼にする為に警察から
次のことをお願いします。
 裸坊奉仕の方へお願い
① お酒に酔った方は参加しないで下さい。
② 酒ビン、御幣用の竹木片等、危険なものを持たないで
下さい。

③ グループごとに責任者を定め統制ある行動をとりま
しょう。

 一般参拝者の方へお願い
① 裸坊へのふるまい酒はやめましょう。
② 臨時交通規制を行います。マイカー使用は自粛願い
ます。

③ 石灯篭の上にあがらないで下さい。
④ 御神幸行列の馬に近づかないで下さい。
⑤ けんか、ケガ等ないように充分注意して下さい。
⑥ 混雑した危険な場所は避け、警察官の指示に従って
下さい。
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※下記地域は総て駐車禁止です。当日、防府市街地は
　交通が混雑しますので防府バイパス（国道2号）をご
　利用下さい。

11月28日（土）18：00～
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防府警察署キャラクター
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